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２学期末の三者懇談が終わりました。この懇談で、３年生の多くは卒業後の進路を
決定したのではないかと思います。中には、まだまだ決心がつかず迷っている人もい
ると思います。人生初めての大きな選択ですので、しっかりと考え、迷い、自分にと
ってベストだと思える道を決定してもらいたいと思います。
さて、３年生のこの時期、学級担任をしていると本当に毎日が緊張の連続です。進

路に関する仕事において失敗は許されないからです。期日までに志願書等の提出書類
を作成してもらわなければいけません（web 出願の学校は各家庭で責任をもって出願
してください）。期日までに調査書を作成しなければいけません。そしてそれを何度
も何度も点検し、出願日にはきちんと書類をそろえて高等学校に提出しなければいけ
ないのです。そんな準備を高等学校ごとに行うわけですから、１２月の半ばから２月
始めごろまではほぼ毎日のように進路に関する宿題（仕事）を提出しなければいけな
いようなものです。当然、一週間先くらいを見ながら、早め早めに仕事を終わらせて
いかなければいけません。君たちが安心して受検できる（合否の安心ではなく、手続
き上の安心ですが）のも、担任の先生をはじめとする３年団の先生方がきちんと期限
どおりに仕事をやり遂げてくれるからなのです。
また、この時期になると、担任の先生はクラス全員の進路について真剣に頭を悩ま

せます。ある生徒に関しては、テストの点数が気になって気になって仕方がありませ
ん。総合テストが終わると、各教科の得点が入力されるまで何度も何度もコンピュー
タとにらめっこをします。全教科の得点がわかると、担任どうしで「あー、○○は点
が下がっちゃったな。△△は１０点も上がったぞ」と、我がごとのように一喜一憂し
ます。ある生徒に関しては、本当に現在の志望校がその生徒にとって一番なのかを真
剣に悩みます。特に専門学科の学校などは、何度も何度もパンフレットやその学校の
ホームページを見て、一人ひとりの可能性について真剣に考えます。ある生徒に関し
ては、現在どんな言葉かけをすればその生徒にとって一番いいのかを真剣に考えます。
最終的な進路決定は生徒と保護者のみなさんがするものですから、あまり出しゃばり
すぎてもいけません。「本当はこうした方が
いい」と思っていても、それをどう伝えるか
で真剣に悩みます。そんな繰り返しの毎日な
のです。進路希望の変更など大切な情報は職
員どうしで毎日のように情報交換しなければ
いけませんので、生徒のみなさんとの会話は
正確に記録（記憶）しておく必要があります。
毎日のようにどこかの家に電話をかけ、進路
へ向けての話を深めたりもします。そんな仕
事を、普段のように授業を行いながら、これ
までの学期末のように通知表を作成しながら
行うのです。まさに、毎日が本番という意識
でいなければつとまらない日常を続けている
のです。
このように、３年団の先生方は本当に頑張

っています。それは、３年生のみなさんが、
自分にとって後悔をしない選択をし、自分の
進路を切り拓いていくことを願っているから
です。３年生のみなさん、しっかりと考えて
自分の進路を選択し、全力で勉強に頑張り、
その進路を実現してもらいたいと思います。
湯梨浜中学校の先生方は、全員が君たちのこ
とを応援しています。もし、困ったこ
とがあった場合には、誰にでもいいの ホームページで日々の学校生活の様子を
で相談をしてください。頑張れ、３年 紹介しています。
生諸君！ https://www.torikyo.ed.jp/yurihama-j/

（裏面に続く）

来年度の部活動について
来年４月より、ソフトボール部については新

たな部員を募集しないことになりました。理由
は、３年続けて部員が団体出場に必要な９名に
達していないこと、現在ソフトボール部で活動
している生徒が２年生２名のみで、現小学５、
６年生にも入部希望者がいないこと、現部員の
生徒・保護者の承諾をとることができたことの
３点です。ただし、現２年生については最後の
大会まで他中学校と合同チームを組んで大会に
出場する予定で、その後はソフトボール部を廃
部としたいと考えています。
また、テニス部（硬式）については教職員の

人数の関係で、硬式として顧問をつけることが
できないため、開校時に部活動は練習のみとし、
大会申込・引率を中学校では行わないことを条
件に活動を開始しました。しかし、来年度から
県総体に硬式テニスが競技として加わることか
ら、生徒・保護者ともに普段の練習より県総体
への出場を希望されるようになりました。そこ
で、中学校と生徒・保護者で話し合いを行い、
普段の部活動としての活動はやめ、県総体のみ
個人戦で出場することになりました。よって、
来年度よりテニス部はソフトテニス部となりま
す。
以上２点の部活動に関する変更、ご理解とご

協力をお願いします。

https://www.torikyo.ed.jp/yurihama-j/


今回の学校だよりでは、文化祭保護者アンケートの生徒たちへのメッセージを掲載させてい
ただきます。
・人権弁論すごく胸につきささりました。こんなにいろ
いろ考えている子ども達がいるのに、私たち大人がちゃ
んと動くことができていないから、こんな現状なんです
よね。
・オープニングの吹奏楽部の演奏に聞き入ってしまいま
した。ダンス部のダンスもとても良かったです。２階の
展示も分かりやすく展示されていて良かったです。日頃
の活動や頑張る様子が見られました。
・合唱、各種発表等、生徒たちの努力や団結力の強さを
感じてとてもすばらしかったです。３年生はいろいろな
面で下級生の手本になっていてとてもいいと感じました。
今まで観た文化祭で一番良かったです。
・とてもいい文化祭に参加させてもらって、素晴らしい
時間を過ごさせてもらいました！ 人権劇はとても考えられており、今の時代にあった内容で本当に良かったで
す！ 合唱はやはり学年があがるにつれて、歌唱力、表現力もあがり、とても聞き応えのあるものだと感じました！
また次年度の成長した姿が楽しみです！ 皆を楽しませたい、皆で盛り上がりたいなどの思いがたくさんつまっ
ていて、最高でした！ お疲れ様でした！
・３年生の展示 自画像は全生徒が素晴らしかったです。みんなが上手過ぎて、驚きました！
・文化祭で涙するとは思っていませんでした。人権弁論とても感動しました。ふと自分を振り返る時間になり生
徒さんに教わり感謝の気持ちでいっぱいです。感動しました。生徒会運営、一生懸命準備してきたことが伝わっ
てきました。本当によく頑張っていたし、みんなを楽しませたい気持ちが伝わってきました。ありがとうござい
ます。展示作品も自画像をみて久しぶりにみる友だちが大きくなったんだと成長を感じました。どの作品も楽し
ませてもらいました。子どもたちから温かなパワーをもらいました。
生徒たちの様々な発表を見られた保護者の皆様のメッセージを読んでいて心が熱くなりました。子どもたちは
こういった温かい目で見守られてきたからこそ、今回のような文化祭を創りあげられる力がついてきたのだと
思います。本当にありがとうございました。

少しずつ寒さが増し、大雪が降る可
能性も高まっています。今後、道路に
積雪があり、自転車での登校が困難な
場合、ご家族の方のご協力をいただく
ことになると思います。よろしくお願
いします。
さて、開校以来昨年度までの５年間、

積雪時には毎年のように学校前道路が
渋滞し、校地内では事故になりそうな
場面もありました。そこで、積雪時に
は校舎前の来客用駐車場を封鎖し、①
の校舎側から入っていただき、バス停
を少し過ぎた②あたりでお子様の乗降
を行い、③から道路に出ていただけれ
ばと思います（できれば、③で左折し
て羽合小と反対方向に出ていただける
とより渋滞緩和につながります）。スク
ールバス到着時、出発時には、バスの
運行を優先してください。なお、それ
でも学校前道路が渋滞することが予想
されます。その場合は、②でお子様の
乗降をせず、奥の駐車場をグラウンド
側まで迂回して④の位置で乗降するようにお願いします。ご不便をおかけしますが、よろしく
お願いします。


